
書式第12号 (法第28条関係)

令和2年度  事 業 報 告 書
令和2年 4月 1日 から 令和0年 3月31日まで

特定非営利活動法人 目民再生支援サポートセンタ…

1事 業の成果

令和元年度は、ホームページを通じての相議件数は

`電

子メールと電要D合計で3∝牛の相讚
け普及薔発と早期解決する●が出来た、過払い金返還薔求のサポートにより生活因磨者に対
生活再建の足掛かりとなる自立支援活動が出来た.

2 事業の実施に目する事項

特定非営利活動に係る事業

し

従事者

の人数

受益対象者
の範囲及び
人   数

支出額
← D

事業名 事 業 肉 書 歯

時

実

日

施

所

実

燿

0

不特定多数の消費者 (日
国に対し働■超過や収入
の減収 (解■・ 倒産等)に
より、返済が困難になつ
た相議者を対象とし、
日々に合った生活改善に
麟要な支援活動{債彗■醒
に必要な知臓・ 銀行等の
饉金利から融資を受けら
れるような情報日閲を行
う.また、消費者一人

～にあった専門家をご紹介
し、早期解決を国&

通年
当法人事現
所及び相躙
音名など

1人
一般市民
5人魔覇整理相

談・ 支援活
動事業

不特定 1人 ―般市民
不特定多数

0違法金融集
広告物撤去
事業

法律等厳しい規制だけで
は対応出来ない遭法広告
詢の所轄庁等への情報担
供をし、関係各所と口鶏
のうえ、撤去活動を行
う。

通年

8

ホームページを開設し
て、活動内害を紹介し割
民の借金に対する意識を
改めて、家E崩壊や自殺
まで追い込まれる国民を
減少させる為に普及薔発
を行う。

通年 当法人事覇
所

1人 一般市民
不特定多数

普及薔発に
関する事業

0
生活困■者

向支援貸付
事業

生活困窮者に対臥 生活
離 のための計画を策定
し
計国の選捗状況を定期的
に
把握しながら、生活再建
が
図られるよう支援貸付、
助言又は指導を行う.

通年 当法人事現
所

1人 一般市民
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《経常収支の部)

: 経常収入の部
1 入金全収入
入金金収入
贄助会員

2会費収入
正会費
費助全員

3書付金収入
書付金

4生活目窮奢支援貸付事業貸付金
貸付元本
未収入金

5その他収入
任意団体からの●入金

経 常 収 入 合 計

工 経常支出の

“
1事業費
債書整理相餞。支優活■事業費
薔法金融彙広告檄去ウ臓去事彙費
普及書発に日する事彙
生活日口者支薇貸付事彙

令和2年   特定非営利活動に係る事業 会計収支計算書

令和

“

閾4月 01日から 令和鋪閾3月 31日まで

特定非営利活動法人

目民再生支援サポートセンター

2管理費
役員颯■
什尋僣品費
光●ホ費
租税公朦

経 常 支 出 合 計

経常な支羞燿

菫 その他資金収入の部
1 ■定責凛売却収入
その他の■全収入合計

科 目 全 ■
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Ⅳ その他費●支出の椰
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場合にあっては、「その他の事業」と口●し、事彙毎にE分して別素として作成する。
定軟上、「その他の事業」に目する事項を定めてい0■合は、

4『事業費」とは、法人の事業の実施のために直接口する支出で、管理費以外のもの部 ヽ 、ヽ会針
事業の種類毎に区分して籠載する。事業費の例としては、「00事業費」《注 当餞事

件費・交通費等の費用が含まれる。)というように事業毎にE載
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2分の1以下であることい●菫.《事業費>管理費)
く辟しくは東京●における

=用
方針0日のこと。)

7特定非営利活動便遭法第5彙第1■により、その他の事業において収査を生じたときは、これを

す

く )
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流 動 員 産 合 計

2

国 定 費 産 合 計

壼 産 合 計

□EI10日
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困コロ

臓 勁 負 債 合 計
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長期僣入金

還哺綸与引当金

□ 定 負 債 合 計

負 口 合 計
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書式第10号 (法第28条関係)
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流 動 員 債 合 計
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書式第18号 (法第28条関係)
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